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（別紙８）   

患者相談の実績 

 

 

患者相談を行う場所 

 

 

相談窓口・相談室・その他（病棟面談室） 

主として患者相談を行った者 

（複数回答可） 

社会福祉士、看護師、脳卒中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護認

定看護師、緩和ケア認定看護師、退院調整看護

師、事務員 

 

患者相談件数 

 

令和5年度   4,087 件 

  

患者相談の概要 

 患者総合支援センター 

① 療養相談 

通院中の患者やその家族からの経済的な問題や社会福祉制度の利用に関する相談を、看

護師、社会福祉士が対応している。 

② 医療相談 

疾病に関する医学的な質問や生活上及び入院上の不安など様々な相談に、看護師、社会

福祉士、事務員が対応している。 

③ 脳卒中相談窓口 

当院で脳卒中（脳梗塞･脳出血･くも膜下出血）の治療を受けられた患者やその家族が、

退院後も安心して暮らせるように、看護師、社会福祉士が相談に対応している。 

④ 退院支援 

患者が退院後も安心して住み慣れた地域で療養や生活を継続できるように、各病棟に配

置した退院支援職員（看護師、社会福祉士）が相談に対応している。 

 がん相談支援センター 

がんに対する不安や緩和ケアに関する相談などについて、当院又は他院を受診している患者

やその家族など、がん専門相談員（看護師、社会福祉士）が相談に対応している。 

 

 

 

 

(注) 患者相談の概要については、相談内容を適切に分類し記載するとともに、相談に基づき講

じた対策等があれば併せて記載すること。また、個人が同定されないよう配慮すること。 



 (別紙９) その他の地域医療支援病院に求められる取組みに関する書類（任意）    １  病院の機能に関する第三者による評価 ① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無 日本医療機能評価機構 受 審 日：2024年5月22日～23日（2日間） 審査結果：2024年10月予定 (注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があること。   ２  果たしている役割に関する情報発信 ① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 ホームページおよび医療機関向け情報誌「まんてん」を通じて、情報を発信している。ホームページでは、当院の登録医の紹介、治療内容や診療実績に関する情報を掲載している。「まんてん」では、具体的な症例や専門医のインタビューを通じて、当院の診療体制や取り組みを詳しく紹介し、地域の医療機関との連携を強化している。   ３  退院調整部門 ① 退院調整部門の有無 有・無 患者総合支援センターに退院支援部門をおき、退院調整看護師6名、社会福祉士8名が所属し、地域連携・退院支援業務に専従している。すべての病棟（17病棟）に退院支援担当者を配置し、入院された患者の情報収集や退院支援の必要性や課題など、主治医や病棟看護師など多職種と話し合いを行い、安心した療養生活が送れるようにきめ細やかな支援をしている。身体の状態や家族、住環境によって自宅退院が困難な場合は、回復期病院や療養型病院、施設と連携し、調整を行っている。   ４  地域連携を促進するための取組み ① 地域連携クリティカルパスの策定 有・無 当院は2012年より奈良県脳卒中地域連携パスに参加しており、入院後速やかに主治医から地域連携パスの説明を行うことで、診療と退院支援が同時に進行されている。 医療情報だけでなく、患者・家族の思いや希望などを適切に転院先につなぐことでシームレスな支援を実施している。脳卒中連携パスを用いて早期に支援を行うことで、患者の機能回復に寄与している。当院では年間約200件のパスを発行している。      
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